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　博物館での学びは、子どもたちが主体的に取り組める大きな機会ととらえることができます。たとえば、博
物館では、教科書や写真でしか見たことのないものを間近で見ることができます。その実物の持つ存在感、大
きさ、実体験に、子どもたち一人ひとりが様々な思いを抱きます。また、教室とは異なる空間、学芸員という
人との関わりなど、日常ではない博物館の中だからこそ、目にとまり、気づくこともあるでしょう。その思い
や気づきを仲間と交流し対話すること、仲間の発言に耳を傾けることが、新たな気づきにつながり、より深い
学びを得ることができるのです。対話から、深い学びにつながるような問いかけや、資料の提示のタイミング
などを、皆さんと考える場にしたいと考えます。
　博物館での学びが、学校での学習と相まって、子どもたちがより興味関心をもち、主体的に学ぶ経験ができ
ることを願っています。

スケジュール
13:30 から 受付
14:00　開会
14:10-15:50  
　お話　「対話型鑑賞プログラムの楽しみ方（活用の仕方）をナビゲート！
　　　　―どこからそう思う？からはじめようー」
　　　　講師：鈴木 有紀  氏（愛媛県美術館 学芸員）
15:50-16:00　休憩
16:00-16:30　ディスカッション
16:30 　終了
 
＊9:30-13:40 には、美濃加茂市立下米田小学校 4年生　社会科「きょう土
　の伝統・文化と先人たち」の公開授業を行います。 

と　き：2023 年
ところ：みのかも文化の森内
参加料：無料　　できるだけ事前にお申込みください→

10  20
写真は、過去の小学校 4年生社会科「きょう土の伝統・文化と先人たち」の様子

主催：みのかも文化の森 /美濃加茂市民ミュージアム、岐阜県博物館協会（中濃ブロック）

月                 日（金）
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